
















































































































９９９年以降、Policy Research、Information Analysis、Statistical Surveyの３つのユニットが設けられ２５人が新たに雇用され





ＳＴＩＣは政策研究の重点事項として、 技術の予測と評価、 ナショナルイノベーションシステム、 人材資源と流動
性、 文献計量学的手法と特許分析、 政策評価と政策実施の事後評価の５つを挙げており、この中でも特に重要として






























































































・5/14 Prof. Frank P Larkins：オーストラリアメルボルン大学研究部門総長代理・化学学科教授
・5/28 Mr. Vincent Dufour：在日フランス大使館アジア代表部次長








・ 「米国における公的研究開発の評価手法」 (調査資料 - 86 - 2002 年 5 月)
・ 「科学技術動向 2002年5月号」 (5月30日発行)
特集１ 有機合成化学研究の動向
ライフサイエンス・医療ユニット 茂木 伸一、庄司真理子、長谷川明宏
材料・製造技術ユニット 多田 国之
特集２ 高レベル放射性廃棄物処分の動向と課題 —技術的および社会的諸相を巡って—
環境・エネルギーユニット 大森 良太
特集３ 分散型電源の動向について
5
総括／環境・エネルギーユニット 宇都宮 博
編集後記
とうとうＦＩＦＡワールドカップが日韓共同で開催されます。日本代表は一体どんな試合をしてくれるのでしょうか。チケット
の問題等もありますが、みんなが楽しめる試合になってくれるといいですね。
さて、今月号より当所から発行された「新着研究報告書及び資料」の紹介を掲載することとしました。政策研ニュースと併
せみなさまにご購読いただけたら幸いです。
 
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会 (政策研ニュース担当：情報分析課 news@nistep.go.jp)
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